
日本のお米は
どうなる？
放射線育種米
「あきたこまちR」問題を考える

2025 年より、秋田県で生産されるお米はすべてカドミウム汚染対策として開発された放射線育種米の

「あきたこまち R」 に切り替わります。秋田県以外にも広がる可能性があります。表示義務がないので消

費者からはわかりません。カドミウム対策はどうあるべきなのか、一緒に考えましょう。

主催：主婦連合会・（一財）主婦会館

主婦連合会  Tel. 03-3265-8121
E-mail. info@shufuren.net

会場参加／定員 50名　オンライン／定員 100名定　員

会　場

無料参加費
お名前、連絡先（電話、メールアドレス）、参加方法
（会場参加 / オンライン）を右記QR コードから
または下記主婦連合会事務局までお知らせください。

お申込み

主婦会館プラザエフ 3F 主婦連合会会議室 及び
オンライン（Zoom）併用
〒102-0085　東京都千代田区六番町 15
［JR四ツ谷駅 麹町口 徒歩１分］ ［地下鉄南北線 /丸ノ内線四ツ谷駅徒歩３分］

主婦連合会 学習会

2024年3月27日(水) 15：00～16：30

アジア太平洋資料センター（PARC）、ブラジル社会経済分析研究所（IBASE）、Greenpeace、オルター・ト

レード・ジャパン政策室室長を経て、現在は OK シードプロジェクト事務局長。2022 年から食からの情

報民主化プロジェクトを構想・実行中。 ドキュメンタリー映画『遺伝子組み換えルーレット』（2015

年）、ドキュメンタリー映画『種子ーみんなのもの？　それとも企業の所有物？』（2018 年）いずれも日

本語版企画・監訳。共著で『抵抗と創造のアマゾン－持続的な開発と民衆の運動』（現代企画室刊、2017

年）で「アグロエコロジーがアマゾンを救う」、『イミダス 現代の視点 2021』（集英社 2020）で「種子法廃

止に続いて「種苗法改定」で、農家に打撃！？」を執筆。その他、『世界』（岩波書店）などで記事を執筆

印鑰 智哉さん(OK シードプロジェクト事務局長 )
講 師

いんやく　　ともや


